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山形大学医学部では、臨床実習開始前の学生
評価としてCBTとOSCEを合格した学生は、
STUDENT DOCTORの称号を与え、平成３年度の文
部科学省通知（いわゆる前川試案）をもとに、
各診療科での検討を加えた独自のガイドライン
を作成、患者の安全を確保した上で、本ガイド
ラインに沿った実質的な診療参加型実習を行っ
ている。

Student Ｄｏｃｔｏｒ制度とは：



臨床実習に係る文部科学省通知





水準Ｉ 水準II 水準III



水準Ｉ 水準II 水準III



１） 行われている医行為

Ｓｔｕｄｅｎｔ Ｄｏｃｔｏｒ医行為実施調査
調査期間：平成２１年１月～１２月
調査対象：Ｓｔｕｄｅｎｔ Ｄｏｃｔｏｒ制度が導入された４年・５年生
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水準Ⅰ－診察
（獲得目標と経験回数）

（出典：２００９年山形大学医行為実施調査）

水準I：指導医の指導・監視のもと
に実施が許容されるもの

（回
数
）



水準Ⅰ－検査
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（出典：２００９年山形大学医行為実施調査）

水準I：指導医の指導・監視のもと
に実施が許容されるもの

（獲得目標と経験回数）
（回数）



水準Ⅰ－その他
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（出典：２００９年山形大学医行為実施調査）

水準I：指導医の指導・監視のもと
に実施が許容されるもの

（獲得目標と経験回数）

（回
数
）
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水準II－検査

（出典：２００９年山形大学医行為実施調査）

水準II：状況によって指導医の指導・監視
のもとに実施が許容されるもの（獲得目標と経験回数）

（回
数
）
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水準II－治療

（出典：２００９年山形大学医行為実施調査）

水準II：状況によって指導医の指導・監視
のもとに実施が許容されるもの（獲得目標と経験回数）

（回
数
）
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各種診断書・検案書・証明書の作成

水準II－その他

（出典：２００９年山形大学医行為実施調査）

水準II：状況によって指導医の指導・監視
のもとに実施が許容されるもの（獲得目標と経験回数）

（回数）
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２） 卒後臨床研修の問題点

卒前臨床実習と卒後研修の
獲得目標はほとんど同じ！
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Objective Structured Clinical Examination: OSCE
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卒後臨床研修目標（医道審議会臨床研修検討部会）
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３） 卒後臨床研修の獲得目標

＜経験すべき診察法・検査・手技＞

＊国立大学病院長会議オンライン卒後臨床研修評価システム（ＥＰOC)
のデータを利用

＊２００７年度に研修を開始した研修医約４０００名を対象。
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ＥＰＯＣ全国データ

：Ｓｔｕｄｅｎｔ Ｄｏｃｔｏｒでも研修可能な医行為

診
察
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プライマリ・ケアに求められること
症状： 例）腹痛

（患 者）

鑑別診断
＋

生命維持
処置（治療×）

軽症例・Common Diseasesの
知識だけでは、高度医療・
医学基礎研究に進む人間が
育たない！

例）
急性腸炎
胃潰瘍
急性虫垂炎
胆石症
腸閉そく
子宮外妊娠
。。。。
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今後、目指すべき方向

症状： 例）腹痛
（患 者）

鑑別診断
＋

生命維持
処置（治療×）

軽症例・Common Diseasesの
知識だけでは、高度医療・
医学基礎研究に進む人間が
育たない！

例）
急性腸炎
胃潰瘍
急性虫垂炎
胆石症
腸閉そく
子宮外妊娠
。。。。
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